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旬
二
も
う
ち
塾
』
は
一
軍
余
白
」
の
固
、

何
を
し
て
き
た
の
か
？
　
－
　
自
ら
に
こ
の

自
問
を
つ
き
つ
古
口
に
締
．
私
は
卒
直
に
、
「

二
十
U
う
む
塾
」
．
ほ
ぞ
の
名
の
の
き
富
窒
息

を
十
分
に
創
‖
え
な
か
っ
た
こ
じ
を
認
初

砲
は
な
ら
ぢ
日
．

「
こ
も
う
な
」
に
宋
ま
っ
た
耕
細
評
、

生
詮
詣
頃
が
目
す
正
吉
自
ら
を
集
団
と
し
て

創
縮
な
か
っ
た
。
l
こ
じ
う
な
し
ぼ
だ
ビ

ー
ト
ラ
汗
ラ
t
そ
れ
孝
雄
研
自
分
（
盟
関
心
で

集
ま
っ
て
く
る
瑞
を
し
か
弾
く
、
そ
こ
で

は
伸
助
墓
石
も
な
く
、
魚
肥
（
盟
嬉
櫛
佳
O
A
〝
到

達
も
な
〉
か
っ
」
に
。



l
統
一
し
だ
馨
日
方
針
も
な
く
・
レ
て
れ
葦
、

初
潮
や
り
一
に
同
報
青
倉
L
L
r
∴
日
、
つ
柳
で
は

靂
麗
し
し
て
高
ま
り
の
〔
良
川
n
生
爪
聞
6

日
。
つ
キ
b
り
畠
田
で
一
つ
の
塾
婁
じ
や
っ
て

い
く
椛
的
潮
風
も
む
い
・
ま
た
、
督
C
や

っ
て
焉
月
日
－
γ
し
い
・
つ
れ
明
駐
じ
ら
、
こ
か
す
つ
な

塾
は
l
教
育
藁
高
・
し
の
鳴
き
捉
優
寄
J
食
に

白
に
（
0
1
T
L
．
し
一
き
、
つ
。

寝
て
u
T
b
は
、
白
－
－
h
末
男
「
紺
青
主
副
・
？
つ
と

す
る
諒
苓
L
m
選
催
郡
の
種
霜
蜜
し
き
ご
年
o
創

′
し
、
l
何
柑
一
向
き
し
「
何
件
や
き
て
い
な

い
し
の
か
、
l
常
営
）
y
L
机
柑
き
ざ
す
＝
密

目
し
九
m
点
間
一
き
つ
雪
ご
う
h
刑
場
0
窒
a
廿
）
T
、
い

る
に
す
ぎ
」
か
＝
・

二
の
）
を
、
つ
蜜
尼
僧
わ
け
鯖
磐
屑
の
」
に
小
机
に
、

唯
一
の
む
ハ
過
の
醒
蕾
一
の
・
た
成
す

爪
の
T
字
俵
！
じ
‥
硯
に
ー
性
す
る
二
子
し
：
‥
示
し
土
偶

T
n
菖
T
．
占
い
麓
）
舶
用
っ
一
に
．
杏
林
敬
重
R
Y
占
め
．

′
∧
照
岬
の
I
A
｛
隅
に
館
百
・
る
悠
勅
的
な
∧
砂
さ

か
け
り
）
や
一
の
宮
、
l
細
論
撃
し
生
徒
鮒
と
親

善
、
州
い
r
皆
目
ブ
し
け
－
界
小
姓
到
進
呈
煎
A
甘
L
T
∴
‖

く
塾
飛
盛
岡
－
櫛
－
‥
摺
し
日
昌
狸
菩
画
境
櫛
－
女
し
一
小

宮
‥
陶
営
基
軸
き
し
・
そ
M
藷
－
訳
の
昏
n
分

野
に
お
け
る
各
種
可
能
性
の
開
発
－
厳
し

〓
丑
合
間
伺
繍
－
奏
し
薄
ま
理
的
な
基
軸
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
能
力
を
創
造
し
っ
（
′
、
嵩
に
人

一
問
つ
哩
奇
に
高
速
一
重
i
し
て
い
く
I
T
i
か
け
n
‥
ち
ノ
・
人

用
に
＜
笠
阻
宕
鐘
駈
・
乃
∨
奏
し
鰐
え
乎
・
八
倒
つ

に
八
本
一
骨
毒
腕
力
＞
r
雪
の
っ
7
㌧
正
－
協
し

て
い
／
ヽ
錘
木
田
〆
洋
楽
一
年
－
め
・
る
巳
（
－
肱
書
館
、

自
立
鏑
王
宮
萎
H
L
 
I
手
当
）
に
も
棚
か
在
ら

ず
、
塾
に
釆
る
（
釆
す
き
在
る
）
子
供
い
た

ち
の
遊
l
鉛
無
性
へ
虎
猫
碑
を
ゐ
げ
、
牽
強
競
争

に
締
っ
て
い
い
恵
に
は
い
ち
ね
I
J
）
ハ
ブ
ら

玲
－
い
o
）
r
ぬ
糾
腫
・
し
・
乃
る
小
敵
コ
の
｛
催
称
高
砂
あ

ま
り
）
に
も
珪
票
掬
を
あ
っ
た
‥
我
亀
の
ふ
嗣
建

言
は
と
り
、
万
は
、
又
｛
信
用
雪
C
一
ご
ま
崩
す
・
「
ヱ
ノ

癌
に
燈
し
た
と
こ
ろ
か
ら
舟
場
か
個
某
月
え
ら

は
一
1
7
C
“
一
め
る
L
 
Y
L
日
、
つ
、
l
＋
幼
啓
一
に
＋
琴
爪
引

廿
L
L
爪
J
I
も
仰
．
－
d
L
M
用
か
ワ
用
い
、
た
れ
J
I
者
＼
」
は
ヘ
ム

日
高
中
り
。
T
二
に
は
印
章
を
驚
蘭
目
薬
チ
ビ
一

盾
－
剛
、
日
．
亨
へ
な
い
こ
と
〔
ゆ
高
雅
・
つ
‥
州
㌢
中
主
の
一
色
4

－
　
誉
夜
の
尻
め
ぐ
‖
蜜
は
お
口
日

放
芝
垣
は
、
今
池
母
親
叫
n
Y
I
平
に
で
q
っ
l
募
り

V
L
旬
C
H
の
二
手
♂
聞
い
た
蟄
日
「
駕
」
と
し
て

体
孟
順
化
さ
柄
、
翳
権
力
の
寺
へ
覿
貫
徹
0

－
に
肌
用
爪
の
最
も
轟
か
三
下
胡
寵
と
し
て
礁
寵
し

て
＝
る
。
今
⊥
み
さ
に
、
そ
の
「
困
れ
柄
人
P

L
p
廓
る
申
葦
妻
皇
刺
に
し
夢
が
う
旦

達
は
、
た
ど
1
度
ん
も
の
の
都
営
L
l
控
一

憩
の
警
L
喜
想
言
の
外
に
終
り
二

て
い
た
｛
　
税
吏
に
は
1
鴨
軽
釆
十
三
ノ
‖
て
‖
こ

け
な
い
子
を
夢
く
う
1
学
椅
研
昆
ぬ
ぐ
い
一

品
持
出
出
航
巷

禽
球
的
鷺
洲
怠
1
た
か
ら
」

｛
か
い
い
用
言
一
拍
王
に
高
用
相
子
n
l
 
T
言
い
十
に
鱒
回
完
の
一



i
即
か
ら
約
局
か
舐
師
こ
し
T
L
一
・
塞
員
の
中

人
は
‖
↑
て
吊
っ
た
忠
・
笑
附
・
こ
高
小
を
ば

つ
姦
し
引
訪
朝
護
的
っ
ナ
し
い
・
6
．

－
－
－
人
命
窒
請
う
烹
肇
蛮
こ

私
儀
　
こ
の
一
年
余
＝
の
〃
こ
む
う
玲

〝
山
型
の
喪
敗
を
諦
め
た
う
え
か
一
〇
、
？
一
度
慢

l
こ
な
う
な
翠
」
を
相
即
中
一
負
号
う
t
煮
ノ
え

ア
し
‖
い
る
。

1
自
分
た
ち
の
桝
ざ
J
q
社
会
へ
ユ
ニ
ニ

ー
ソ
、
社
台
）
を
鉦
割
る
た
め
に
は
、
沃
ご
つ
し

こ
も
自
小
菊
た
ち
の
乏
J
一
年
節
電
を
組
許
に
て

直
す
重
富
が
あ
る
⊥
　
－
　
‥
柄
時
私
の
鮭

で
滞
高
一
′
C
．
す
り
で
∂
。
年
に
洲
一
句
、
「
襲
自
認
町
の

謡
憩
に
日
間
用
∵
）
7
し
国
民
的
な
夢
V
L
亭
〓
当
事
C

は
用
，
る
こ
こ
研
、
行
森
高
ツ
生
面
ら
し
へ
初
茸

中
学
蟄
同
訓
牧
草
に
関
す
る
基
本
高
層
博
識

崇
」
よ
り
）
な
ん
て
い
う
1
公
教
育
」
か

、
h
′
手
練
達
を
全
日
分
に
い
ち
の
秋
吉
の
直
M
＾
∴
し

の
拭
え
さ
な
宮
高
車
は
な
ら
な
い
め
っ
～
に
。

私
は
．
忠
生
炉
壁
ノ
砕
一
年
は
散
を
T
L
も
ー
う

え
な
か
1
と
こ
と
左
手
釈
た
ち
に
粛
充
て

＝
き
た
い
・
そ
し
て
手
当
辞
た
ち
自
弁
百
客

か
〔
1
て
も
ろ
い
青
い
．
た
と
え
ば
、

①
集
団
の
中
で
尊
宅
南
国
か
ら
域
丁
ぶ
こ
き
＝
社

会
卵
重
り
位
t
L
T
）
り
自
己
の
認
識

②
あ
る
べ
き
自
分
へ
自
己
雲
量
う
ろ
こ
t

日
日
′
臼
－
書
斎
邸
宅
凧

の
自
己
さ
自
由
に
看
過
す
る
ワ
）
と
⇒

㊥
常
例
守
る
こ
て
（
大
岡
の
生
の
寵
し
て

売
れ
，
タ
創
遊
客
婦
と
L
T
〓
初
）

⑦
撃
て
る
こ
こ
今
）

教
書
の
場
の
解
放
牽

私
“
と
ま
ノ
は
真
纏
に
は
、
劇
丁
山
号
隼
封
殺
つ
の

再
∵
載
学
理
包
子
L
一
し
、
こ
む
う
な
蟄
一
き

ゃ
目
前
の
た
　
予
、
第
限
界
阿
一
年
の
武
井
も

ま
だ
で
充
分
な
、
頂
接
せ
ば
あ
る
的
、
本
来

の
白
油
｝
獄
う
、
壇
戎
社
会
人
の
仰
ぎ
飢
岩
月

や
・
紋
育
め
賜
功
鮒
放
（
今
の
公
雷
の

程
伊
，
h
l
き
れ
ビ
L
r
T
八
手
十
㌔
へ
、
認
畠
の

7
7
I
：
〔
－
弓
れ
者
（
年
寝
言
川
に
血
糊
・
L
r
－
閃

・
容
の
れ
択
一
り
の
乃
I
I
干
ユ
ラ
ム
）
軍
制
日

雀
し
て
い
か
ね
は
お
ち
な
い
ー
ま
た
、
自

分
に
う
谷
′
I
O
線
素
を
己
，
て
他
の
採
否

南
島
T
t
の
同
債
で
く
り
も
他
の
接
辞
と
も

1
仁
立
へ
風
体
（
帥
栄
え
郷
共
同
体
）
と
の

謡
霊
前
を
仰
ぎ
し
て
い
き
た
い
ヒ
素
ユ
ニ
し
い

る
o

弟
－
∴
∴
∴
∴
歓

∧
こ
な
う
な
塑
∨

へ
芳
原
　
和
代
）

細
圏
闘

夏
期
締
切
請
雇
の
お
知
ら
せ
　
「
し

い
手
放
が
手
も
敢
く
高
へ
体
外
、
ニ
′
∴
∴
甜
∵
甲
に

簾
を
看
n
て
＝
ろ
∴
塞
＝
鼻
、
）
名
詩
二
γ
）
I
）
で
し

ぼ
　
籍
等
の
チ
ャ
ー
J
T
へ
〃
∵
－
面
急
付
言
e
誰
も
杵

I
レ
フ
し
な
o
b
↓
b
刷
り
小
，
／
U
、
二
期
に
、
研
∴
日
子
し

申
し
ノ
ウ
＼
，
か
ら
左
上
品
忠
言
、
計
画
I
！
寸
言
′
し
仁

一
翻
　
ハ
〃
健
～
鴻
・
一
一
卿
　
「
・
款
ゝ
私
′

詞
こ
こ
鳳
・
百
・
九
、
人
蚤

V
．
C
，
t
l
 
h
i
I
′
）
　
i
勺
I
・
一
〃



首
に
さ
れ
た
一
色
“
な
食
備
王
様
が
恐
ろ
し
か
÷
L
Y
こ
高

今
号
か
ら
壇
の
た
耕
し
ロ
ン
リ
ー
↓
ペ
イ
U
T
。
繁
の
長

老
か
ら
の
聞
き
書
き
や
、
欄
栄
村
内
へ
月
氏
諦
－
庶
説
、
郎

常
宿
豆
零
せ
る
拾
い
繁
の
て
い
き
ま
す
。

対
語
昔
風
庶
子
危
霜
蒜
∵
亨
こ
て
の
船
中
民
の
く
ら
し
ぼ

む
、
フ
頻
っ
た
柄
を
・
軽
車
但
東
）
も
た
し
て
把
一
種
す
る
こ
と

に
ふ
、
T
L
、
0
外
出
用
八
川
－
耀
l
」
即
↑
さ
蔓
草
の
禿
る
｛
も
の
に
し

7
∴
日
英
と
に
日
当
し
卓
弔
え
生
す
し
‖
る
。

惑
露
繋
綴

喜
細
野
豪
蔽
下
の
二
子
し
烈
了
仕
だ
細
谷
。

二
二
苫
軍
事
（
米
・
委
）
華
日
詰
割
五
つ
一
納

て
研
あ
、
子
方
。
圭
一
話
D
Y
断
し
く
凧
張
さ

雄
て
た
目
口
含
有
し
、
や
。
脅
す
生
は
、
窟
郎

一
重
澄
晋
に
は
、
〃
／
「
ち
‖
／
＼
ら
佃
帆
え
と
い

う
、
用
う
に
。
も
し
督
・
エ
フ
か
点
っ
た
ろ
、
打

「
古
妻
謂
㌻
し
い
、
？
γ
っ
；
つ
か
廟
・
命
．
立
て
二
ハ
レ
ー

庫
凋
不
納
四
部
と
．
∵
？
人
小
紙
作
l
I
の
翻
人

や
1
1
に
で
な
）
．
ヒ
二
百
㌢
r
し
て
緬
を
糾
抑
る

何
十
」
、
ち
′
八
直
言
1
日
高
時
夏
作
廿
っ
ア
し
一
旦
敢
編

目
護
仁
に
董
さ
八
・
つ
刀
で
・
せ
n
髭
を
人
柄

で
停
－
た
高
じ
∵
常
在
の
。
そ
れ
扉
あ
る

日
：
後
人
に
惇
点
て
l
上
締
紙
に
＃
第
－
等

夫
し
大
雄
る
み
子
子
、
不
屈
雪
ヂ
十
万
を
域
の

L
Y
〓
高
上
に
曹
ら
日
月
で
な
。
火
高
ぶ
り
に

〉
た
′
在
詳
し
や
。
こ
フ
）

を
湾
紙
（
有
害
見
半
紙

）
だ
っ
た
ん
じ
わ
け

へひ。

あ
れ
の
な
、
二
川
は

石
松
誠
を
l
生
じ
や
謝
・

こ
ん
な
詳
細
か
あ
る
ん

じ
ゃ
。
秤
索
（
き
っ

か
）
か
ら
三
佃
瀕
へ
対

す
科
）
に
飴
云
桑
苗
－

な
ぅ
十
に
ん
だ
け
の
ら
　
そ
の
糟
傾
卦
の
た
め
に

今
で
生
し
あ
の
辺
一
業
は
・
鶉
か
せ
る
け
ん

の
。
手
工
ウ
月
と
柄
カ
ヤ
硝
子
ヤ
の
よ
う
に

7
7
穂
高
リ
ー
プ
C
l
き
7
9
舘
寅
作
博
現
在
し
な
、
つ
る
柄
の

び
る
高
上
1
3
、
絶
対
育
た
ぢ
口
証
と
い
う

の
研
∴
今
一
U
も
あ
る
ん
じ
ゃ
、

X
 
X
∴
×

紙
を
出
す
（
上
納
印
紙
）
、
米
を
納
つ
拘
る

（
轟
穀
弛
）
刀
に
、
今
一
′
白
、
い
う
納
税
に
つ

捕
甲
1
た
道
を
・
窺
局
は
参
、
往
還
道
子
「
‖

う
た
ー
ー
そ
八
女
C
一
旦
患
同
梱
碗
－
3
0
を
〝
は
む
く
ー

一
一
少
長
島
一
物
壷
屋
に
鯛
旧
の
〔
た
れ
じ
ゃ
，

禰
谷
に
も
、
笹
日
原
に
も
、
重
吉
三
宮
早
請

を
雪
ろ
役
′
へ
へ
合
方
）
小
目
で
ぢ
：
合
方

の
・
下
し
）
∴
㊥
竃
が
し
ろ
へ
組
長
＞
柄
井
，
て

圭
に
ニ
ー
〃
ノ
人
等
が
上
紙
証
票
霜
：
手
続
き

一
気
C
や
÷
ノ
｛
）
）
手
工

窮
古
里
唐
芋
忠
弘
、
共
凍
り
壁
－
五
和
に

こ
く
J
－
つ

会
暴
隼
へ
計
冬
営
こ
二
ご
つ
／
＼
つ
で
し
た
信
じ
辛
目
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な
，
積
谷
岳
、
集
会
所
月
岡
ニ
＼
？
r
L
L
m
T

た
れ
じ
ゃ
。
そ
こ
八
一
時
節
の
で
か
－
小
、

長
音
功
庄
屋
か
一
生
、
‖
つ
旬
日
何
日
に
納

め
う
、
し
通
瓶
詰
寺
し
た
　
じ
ゃ
“
自
ん
調
。
ぜ
し

の
二
一
々
の
長
生
可
算
i
苫
屋
吉
岡
っ
布
】
畿
煎
こ
い

升
は
書
聖
ほ
ぞ
Y
L
‖
‥
う
ー
に
有
川
じ
ゃ
ら

た
，
今
謹
U
l
i
L
千
二
－
∴
言
㌃
用
宗
問
詰
J
）
目

す
ん
じ
V
。

往
還
遺
し
‖
　
2
一
三
両
高
貴
÷
∴
藩
へ
鎌
や

缶
」
負
う
避
詳
密
に
へ
′
杭
う
だ
迄
、
－
め
る
日

は
イ
X
、
藷
圭
介
J
l
巡
潤
し
一
′
し
圃
ニ
㊦
宵
塁
に
っ
た

で
へ
ひ
・
今
′
孫
子
生
白
、
（
／
こ
、
主
音
幹
線
善
哉

裟
結
党
村
が
雷
和
好
藩
政
下
r
あ
っ
た
へ
勅

．
．
．
，
！
＝
．
．
．
．
～
i
ト
護
海
草

」
耳
↓
“
二
つ
相
当
こ
V
L
で
承
る
。
心
細

∵
じ
ら
∴
‖
ん
完
隼
。
楊
－
：
l
し
↓
L
白
砂
　
叫
コ
靖
こ
高
れ

…
訳
一
審
主
雷
を
直
だ
所
有
の
つ

諏
座
へ
ぬ
け
る
ゆ
え
敦
主
峰
に
何
っ
て
藍
ヅ

…
栄
相
恩
粁
森
村
と
十
　
娘
山
村
が
合
辞
し
一
し
一
年

い
て
妬
く
と
、
庇
で
ハ
竹
山
掛
れ
た
ふ
う
へ
ひ
一
旦
窪

の
つ
出
た
卓
也
が
今
市
も
、
〝
て
の
局
ご
り
イ
し

′
し
て
赦
す
前
蕪
っ
て
い
る
前
件
あ
る
き
．

又
、
手
享
に
－
h
J
む
こ
ろ
（
た
た
る
と
こ
）
1
－

鎌
を
つ
く
る
所
に
通
用
し
る
澄
子
青
倉
卸
で

去
J
t
一
個
－
与
、
君
恩
口
は
宮
城
｛
用
の
碇
谷
部

一
婦
喧
日
高
地
区
〔
鴫
ば
れ
る
と
こ
う
に
あ

る
。
長
官
と
は
帝
戒
村
の
宙
一
上
伸
穴
の
終

占
思
し
屈
豊
に
み
g
L
こ
ろ
に
｛
勿
l
I
、
諒
座
ノ
Y
石

部
常
宮
村
C
鮮
卑
A
ロ
れ
せ
、
㌦
膳
日
露
祝
う
山

一
丁
憩
え
た
金
城
即
に
病
る
。

萎
－
善
一
無
機
餐
無
亥
妥
ぎ
慕
凝
3
隷
塗
妾
を
愛
重
富
多
．
萩
－
へ
費
．
拳
亀
へ
ら
．
．
γ
家
　
来
　
′
　
番
台
ゝ
　
ヽ
．
ヽ
　
ひ
．
法
人

へ
五
十
為
替
＃
）


